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八雲・遺愛女子は、１回表に、敵失や４番「伊川未来」の二塁打などで３点を先制した。その

後、４回表にも、「伊川未来」のこの試合２本目の二塁打を足掛りに２点を追加、続く５回に

も、「伊川未来」の三塁打で１点を追加し、伊川未来が石狩南の反撃を２点に押さえ勝利し

た。一方、石狩南は、４回裏に、２番「高橋良夢」、３番「青島千紘」のヒットを足掛りに、

暴投で１点を返し、６回にも敵失で１点を追加し反撃するも、序盤での失点を跳ね返せなかっ

た。 

 

苫小牧総合経済は、序盤リードを許すも、５回表に、９番「東元琴音」のレフト線三塁打で１

点を返し、７回表に、３番「松谷里沙」、５番「吉田麻優」８番「今野�菜」の３本の二塁打

など５安打の打者一巡の攻撃で５点を加点、試合を逆転すると、その裏の遠軽の反撃を１点に

押さえ、遠軽を振り切った。一方、遠軽は、３回裏に、５番「安藤初美」、６番「室井 萌」

の二塁打を３安打で３点を先制し、４回、７回に、それぞれ１点を追加し１点差とするも、あ

と一歩及ばなかった。 



 
岩見沢緑陵は、５点ビハインドの３回表に、打者１巡の攻撃で５点を挙げ同点とし、続く４回

にも、３番「安藤ちなみ」のレフトオーバーの二塁打など打者１１人の攻撃で６点を追加、さ

らに、６回表にも、７番「田中桜乃」のライト線三塁打、５番「森本純菜」のレフトオーバー

の二塁打などで６点を加え、５回コールドゲームで勝利した。一方、倶知安は、１回裏に１点

を先制し、続く２回にも、２安打や敵失などで４点を加点リードするも、そのリードを守りき

なかった。 

 
とわの森三愛は、１番「斉藤優華」の内野安打を足掛りに２つの盗塁で１点を先制し、その

後、３回裏にも、４番「鬼塚 葵」のセンターオーバー２点本塁打などで３点を加点、続く４

回にも、４番「鬼塚 葵」のこの試合２本目のセンターオーバー２点本塁打などで３点を加点

し、守っては、投手「新居加那」が、帯広大谷を２安打散発に抑え５回コールドで勝利した。

一方、帯広大谷は、散発２安打に終わり反撃の機会を見出せなかった。 



 
佐呂間・北見藤女子は、１回表に５番「宮田晏朱」、６番「梅野沙映」の連続二塁打などで４

点を先制すると、続く２回には、打者２４人の攻撃で三塁打２本、二塁打２本の１１安打の猛

攻で１９点を加点し、さらに、３回に２点を、４回も打者１２人の攻撃で、６点を加え５回コ

ールドで勝利した。一方、釧路北陽は、１回裏に３番「猪瀬むつみ」の左中間二塁打により１

点を返し反撃するも、佐呂間・北見藤女子「宮田晏朱」、「澤田花奈」の投手リレーに反撃を

絶たれた。 

 
札幌南は、１回表に１点せ先制するも、その裏に５点を奪われ逆転されるも、４回に４番「藁

谷 麗」のレフト線二塁打や８番「田中冴佳」の右中間三塁打などで４点を加え、続く５回に

は、相手投手の乱れに乗じて２点を加点して同点とし、７回には、３安打で１点を加え逆転

し、投手「合田奈央」が、最終回を締めくくり逆転で勝利した。一方、大野農業は、１回裏

に、1番「松尾奏瑛」の右中間三塁打などで５点を先制し、３回にも２点を加え試合をリード

するも、勝利に後一歩及ばなかった。 



 
旭川商業は、６番「霜下はるか」のセンター前安打で１点を先制し、続く２回には３安打１犠

打で１点を加点、３回にも８番「石川リオ」、９番「片岡由季」の連続安打で２点を、４回に

も、６番「望月 光」のセンターオーバーの二塁打を足掛りに１点を追加し、投手「石川みの

り」が、札幌東商業の反撃を抑え接戦を制した。一方、札幌東商業は、４回表に、敵失と安打

で３点を返し、７回にも１点を加点し１点差にするも、旭川商業「石川みのり」に後続を絶た

れた。 

 
滝川西は、１回裏に、１番「伊賀千紘」の内野安打を足掛りに敵失で１点を先制すると、続く

２回には、２番「中川祐実」のレフト前安打、３番「青木恵」の右中間二塁打などで４点を加

点し、さらに、３回には敵失で１点、続く４回にも、四球、野選を絡めて４番「貴田成美」の

センター前安打などで２点を加え５回コールドで勝利した。一方、伊達は、滝川西「成田百

花」の前に散発３安打に抑えこまれ、反撃の機会を見出せなかった。 



 
八雲・遺愛女子は、１回表に３点を先制されるも、その直後の１回裏に４番「伊川未来」のセ

ンターオーバー二塁打などで４点を返し逆転し、３回には、５番「水野苑子」のライト線三塁

打による出塁を８番「室谷美咲」の犠打で１点を加え、６回にも、３番「瀬渕志織」、４番

「伊川未来」の連続二塁打を含む６連打で５点を追加し、苫小牧総合経済を突き放し、準決勝

に勝ち進んだ。一方、苫小牧総合経済は、１回に３点を先制するも、その後の攻撃を２点に抑

えこまれ、準決勝進出はならなかった。 

 

とわの森三愛は、１回裏、１，２番の内野安打を足掛りに、３番「鬼束あかり」の犠牲フラ

イ、４番「鬼束 葵」のセンターオーバーの二塁打で２点を先制し、３回には、５番「渋谷奈

津美」のレフト線三塁打を含む７連続安打で６点を追加し、５回コールドで準決勝に勝ち進ん

だ。一方、岩見沢緑陵は、とわの森三愛「石川 綾」の前に３安打散発に抑えこまれ、反撃の

きっかけを見出すことが出来なかった。 



 
札幌南は、２点を先制された１回裏、２番打者からの３連打を含む打者一巡の攻撃で、５点を

返し逆転すると、続く２回には、４番「藁谷 麗」のレフト線のランニングホームランなどで

２点を加点したが、その後、佐呂間・北見藤女子の反撃により１０対１０でタイブレーカーに

突入したが、８回裏に２点を挙げ、サヨナラで準決勝に勝ち進んだ。一方、佐呂間・北見藤女

子は、序盤リードを許すも、後半の追い上げでタイブレーカーに持ち込んだが、後一歩及ばす

準決勝進出を逃した。 

 
旭川商業は、１回裏に、４番「廣瀬裕未」のセンターオーバーの二塁打と、５番「望月 光」

の犠牲フライにより３点を先制し、３回にも４安打で効率よく３点を追加すると、５回に１点

を追加し、５回コールドゲームで準決勝に勝ち進んだ。一方、滝川西は、旭川商業「石川みの

り」に散発３安打に抑えこまれ、反撃のきっかけを見出すことが出来なかった。 



 
とわの森三愛は、１回表、５番「渋谷奈津美」の犠牲フライなどで２点を先制した。その後４

回に、四球、失策で出塁した走者を、８番「田村優奈」のライト前、９番「松浦愛良」のレフ

ト前安打で３点を追加、続く５回にも、五番「渋谷奈津美」の右中間三塁打で１点を、６回に

は、３番「鬼束あかり」,５番「渋谷奈津美」,６番「池田早紀」の二塁打で４点を追加し６回

コールドで決勝に勝ち進んだ。一方、八雲・遺愛女子は、とわの森三愛「新居加那・石川 

綾」の投手リレーの前に散発３安打に終わった。 

 

札幌南は、１回表に１番「小倉華子」の右中間二塁打を足掛りに、３連続安打などで３点を先

制すると、続く２回にも、３番「合田奈央」の二塁打で１点を追加した。その後４回にも、打

者１１人の攻撃で５点を加点し、試合を優位に進め、決勝戦に勝ち進んだ。一方、旭川商業

は、１回裏、１番「森脇遥香」のセンターオーバーの二塁打などで２点を返し、３回と６回

に、それぞれ１点を、７回にも５番「望月 光」，７番の代打「高野真由」の二塁打などで２

点を返し反撃するも、後一歩及ばなかった。 



 
とわの森三愛は、１回表二死満塁で、６番「池田早紀」のレフト線二塁打と７番「松浦聖良」の

ライト前安打で４点を先制し、続く２回にも、犠打を挟む４連打で効率よく３点を加え、さらに、

４回に１点、５回には、６番「池田早紀」の左中間三塁打などで３点を加え、５回コールドで１

２年連続の優勝を成し遂げた。一方、札幌南は、とわの森三愛「新居加那，佐々木美咲」の投手

リレーの前に２安打散発に終わったが、今大会での決勝戦進出・準優勝を糧として、更なる成長

を期待する。 


